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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【予備情報】－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
障害基礎年金： １級　￥81,258／月　　￥975,100／年
　　　　　　　　　　　２級　￥65,080／月　　￥780,100／年

障害者手帳　割引サービス：　鉄道・バス運賃50%off　　タクシー約10％off　飛行機30～40％off　フェリー50％off
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯電話　　水族館　　映画館　　水道料金　　有料道路　　税金
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に紹介した【基本情報】に
（四角内読み上げ）とありました。

これまでサービスを利用したことがないことを考えると
まずは　自宅での生活を継続しつつ、福祉サービス
をつかうことが懸命でしょうか。

今回は、住まいの場のサービスは使わない方向で
計画を立てることにしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つぎに、（四角内読み上げ）
それゆえ、日中に、食事の提供や日中活動を提供してくれる場・人が必要です。

日中の場としては、生活介護、自立訓練等がありますが、
仕事や訓練をしたいわけではないので、通所をするのであれば生活介護が

もし、自宅で過ごしたい場合は、　居宅介護　や　重度訪問介護　が利用
の候補にあげられます。

生活介護、居宅介護、重度訪問介護の利用要件は、それぞれ、支援区分
3以上、1以上、4以上となっているので　障害支援区分６のななさんはいずれ
のサービスも利用することができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お母さんと毎日行っていた　夕方のコーヒータイム。これからも続けたいというのが、
ななさんの強い希望です。辞めることはできません。

ただ、家族は18:00にしか帰ってこないので、コーヒーやさんに連れて行ってくれる人が
必要になります。

ななさんは、外出時に、スケジュールの確認や提示が必要なほか
突然走り出してしまう可能性等があるので、移動支援ではなく、行動援護
を使っての外出が良いのかもしれません。

ということで、ななさんのニーズと状況から　　生活介護、居宅介護、重度訪問介護
行動援護の利用が候補としてあげられました。

日中の過ごし方に関して、お母さんから　「家族以外の人とも、また　家以外の場所で
過ごす時間を」　という強い希望が聞かれため、まず生活介護事業所に通所してみる
ことにしました。
またコーヒー屋さんに行きコーヒーを飲む為の支援として、行動援護を使うことにしました。

サービスの量については、生活介護・行動援護とも月から金曜日に、行動援護に関しては、
夕方の４：３０から6時までの1時間半利用する形で、サービス等利用計画を作成し
提出することとなりました。

ななさんのサービス等利用計画のイメージとしては、テキスト　P．111を開いてください。

のぞむさんと同じように、生活介護は毎日、ななさんの場合は、
その後に４：３０～６時まで行動援護を利用する　っといった感じです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サービス等利用計画を役所へ提出すると、使えるサービスの内容や量が書かれた受給者証が交付されます。

その後　いよいよどこの事業所を使うか検討です。ななさんはお母さんと一緒に生活介護と行動援護の事業所
をいくつか見学し、ここなら通えそうかな・・・という事業所を見つけ契約をしました。

というのが、一般的な福祉サービス利用までの流れになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サービスを利用した後は・・・
もちろん料金を支払います。

障害者総合支援法では原則１割の負担となります。

となると、残りのお金は誰が事業所に払っているのでしょうか？

答えは「市町村」です。

事業所は、実績報告と報酬請求を市町村に行い、それに基づいて
市町村は事業所に報酬を支払います。

つまり、利用に際しての費用の多くは、公的なお金で賄われているのです。

公的なお金の支払いを受けるためには、法律に則った責務と適切な事務処理が求められます。
まちがった請求をしないよう、十分に注意する必要があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらのスライドは、行動障害を有する人の支援体制等に係る加算等について記したものです。

平成２７年２月１２日に平成２７年度障害福祉サービス等報酬改定の概要が発表され、
その資料の中で記されています。　ネット上で確認できますので各自でご確認ください。

以上で、強度行動障害と制度のコマは終わりになりますが、今回、このコマを聞いていて
基本すぎて驚いた方もいらっしゃるかと思います。

ただ、自分が提供しているサービス事業以外のことを知らない支援者は、以外に多いのでは
ないでしょうか？そういった意味で、多くの従事者が受講することが見込まれている本研修の
中で、今一度確認しておくことは大切なことだと思います。
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Kikakuka/27gaiyou01.pdf
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